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はじめに
　北大阪経営塾では、平成２１年１月（当時は盛和塾北大阪）より「京セラフィロソフィ輪読会」を、毎月２回（第１・３水曜日）開催し、今年で１６年目に入っています。（６年目から月１回・第２水曜日に変更）
　私が盛和塾北大阪の世話人の任を預かってから１０年が経過した頃、「父なる稲盛塾長から頂いた大恩と母なる欠野元代表から頂いた大愛に何をもって報いるのか」ということが常に脳裏をよぎり、他の世話人の方々（小島さん、松原さん、小森さん）と話し合い、賛同と協力を得た結果、「京セラフィロソフィ輪読会」を開催することとなり現在に至っています。

　その内容は、午後６時３０分～８時３０分：「京セラフィロソフィ輪読会」、８時３０分～１０時００分：「コンパ」で、輪読会の会費は無料、コンパは会費１,０００円で、缶ビール・おにぎり・乾き物という質素な内容です。

　その目的は、①塾生（新入塾生）にフィロソフィを早く血肉化していただくこと、②塾生企業内において従業員との間で効果的にフィロソフィを共有していただくことです。

　フィロソフィを真に血肉化するためは、勇気と覚悟が必要ですし、さらにこれを従業員と共有するためには、勇気と覚悟に加えて社長の大きな愛が必要となり、様々な試練も乗り越えていかなければなりません。

　私の会社では、全従業員とフィロソフィを共有するのに約１０年かかりましたが、新入塾生にはこれを３年で実現して頂きたいと考えています。
　盛和塾には約１０,０００社以上の塾生が在籍していましたが、本当にフィロソフィを全従業員と共有している会社が何社あるのかと考えると、誠に厳しい現実があります。理事・世話人・追っかけといった古くからおられる方々の中でも、「本当にどこまでフィロソフィを社内で共有できているか」と問われれば、返答に窮するものがあるのではないかと拝察いたします。
　一代で１兆円企業を作られた稲盛塾長と、中小零細企業の塾生とでは、同じようにいくはずがありませんし、京セラフィロソフィと自社との間に一定の距離を置きながら学んでいる塾生が多いことも致し方ないのかもしれません。

　しかし、フィロソフィを共有したときの社員との素晴らしい信頼関係や、人材教育に対する確固たる手応え、目を見張る業績、社長と社員の相互研鑽と成長の毎日を、多くの塾生に味わっていただきたいとの思いから、この輪読会を始めた次第です。
　したがって、本報告ではフィロソフィを血肉化するとはどういうことなのか、社員と共有するとはどういうことなのか、どのようなプロセスを歩むのか、その結果どのような会社に変わって行くのか、といったことについて、北大阪で実施している輪読会から、その中間報告をさせていただき、全塾生の参考に資することを目的としています。

１． フィロソフィを学ぶ手順
　①　まず、塾生自身がフィロソフィを繰り返し愚直に学び、血肉化し、塾生自身の心を高める。

②　次に、フィロソフィを全従業員と共有し、社長と社員が固い絆（利他の心）で結ばれた強固な組織を作る。

・不況の時こそ、全従業員とフィロソフィを共有し、体質を強化する。

　・仕事や生活の全場面で実践と学びを愚直に繰り返す。

２．北大阪における「フィロソフィ輪読会」と「コンパ」
　(１)　塾生自身の血肉化における問題
　　フィロソフィを学ぶ中で、自分の中に疑問が有ればその場で全て解消する。自分を裸にして、塾生どうしがコミュニケーションを図り、フィロソフィの血肉化を深める。

　

　　まず、社長自身が理解・納得できているか。
　(２)　社員との共有化における問題

　　自社の従業員との共有化における問題点を解決する。

　　実際に他の塾生の会社であった話を聞き、自社の参考にする。
　　従業員が理解・納得できているか。
３．会社で実践すること
(１)　『心を高める、経営を伸ばす』を、毎日朝礼で使う。【２回転／年】
　　　　まず、社員が見開き２ページづつ読み、感想を述べる。

　　　　それに対して社長のコメントを述べる。（所要時間：約１０分）
　　　　【アルバイトやパートの方、正社員に最適】
(２)　 『京セラフィロソフィ（本）』を使って、毎週輪読会を行う。

　　　　順番に１段落（約2～3ページ）づつ読み、内容について質問や感想、意見を自由に述べる。

　　　　それに対して社長の解説とコメントを述べる。（所要時間：約２時間）
　　　　【リーダーや正社員に最適】
フィロソフィの共有は、まず、塾長の書かれた文章を社員とともに読むことから始まります。

塾長の文章を読まずに、社長の言葉だけで語っていても、中小企業の社長は何が言いたいのか不明瞭な話が多いため、社員には話の本質がほとんど伝わっていません。

中小企業の社長は、自分自身の不勉強と、社員に対する遠慮や恐れが見られ、言うべき言葉が正しく発言されていないのです。

しかし、塾長の文章には、社長が社員に対して言うべき言葉が正しく網羅されています。

塾長以上の言葉を、社長が独自に発言することは不可能に近く、塾長の言葉には、社長が独自に発言する言葉以上の強いメッセージが含まれています。
したがって、まず塾長の文章を全員で読み、その上で社長のコメントを伝える方が、社員の方々の立場からしても、より理解が深まります。

４．社内で実践する際の留意事項

　社長が座長（司会役）となり、静寂な環境の中で、参加者が自由に質問や回答が出せる雰囲気作りが重要です。司会役となる社長の愛ある言動と配慮が必要です。

この点北大阪では、欠野元代表から醸し出される愛ある波動によって、自然体の雰囲気と心地よい緊張感の中、安らぎと緊張が程よくバランスしていますので、少々きついことを言われても、愛を感じて受け取ることができる環境になっています。

　社員の言葉や感想がどうであろうと、とりあえず一旦は受け容れ、それに対する社長のコメントは、「人間として何が正しいのか」という判断基準に基づき、対等な人間と人間の話合いの中で解説するよう心がけます。
　社長のコメントは、自社の実状に照らし合わせて、より具体的な内容を伴うことが重要です。“社長自身”において、また“自社内”において、常日頃、フィロソフィのようにできている点とできていない点を明確にしていきます。

　「文中で『経営者は…』『社長は…』とあるのは、参加する人の立場によって『リーダーは…』『社員は…』『私は…』と置き換えて読んで下さいね。」と伝えます。

　フィロソフィの各項目が独立して存在しているのではなく、すべての項目が相互に関連しているので、関連する理由や意味を十分に説明します。

（例えば、売上最大・経費最小→経常利益率10％以上→納税→内部留保→全従業員の将来にわたる物心両面の幸福）

　社長は折に触れ、このフィロソフィに基づいて経営していくことを宣言し、社長自身の血肉化を図ると共に、社員の前で社長自身の覚悟を示します。

京セラと自社が異なる（業種が違う、規模が違う、経営者が違う）という理由で、社長自身がフィロソフィの内容を否定しないこと。

塾長とのギャップを感じながらも、こうありたいああありたいと強烈な願望を抱きながら、繰り返し愚直に学びます。

京セラと自社のギャップが如何に大きくても、あきらめず“社員とともに成長しよう、自分も学ぼう”という姿勢で臨み、全社的なレベルアップを図る。

５．人材教育の際の目線

フィロソフィは、稲盛塾長が「リーダーに対して説いたもの」ですが、これを社長や幹部社員だけで共有するのではなく、アルバイトやパートも含めて「全従業員で共有する」ように指導・実践しなければなりません。

　その際、当然社長は、社員の目線に合わせる、すなわち、社員の目線にまで社長の目線を下げて行かなければなりません。

　
　フィロソフィは、「利他の心」（すなわち「高い価値観」）を共有するものですから、社員の「利己の心」（すなわち「低い価値観」）との葛藤が生じます。

　社員の目線に合わせた位置で、フィロソフィを熱く静かに語り、その結果、社員の目線（価値観）を、社長の目線（価値観）の高さにまで引き上げなければなりません。

　社長は絶えず社員の目線にまで降りて行き、価値観の低い社員に対しても人間と人間の対等な関係の中でフィロソフィについて話合い、価値観の高い社員を作り出して行かなければなりません。

　これこそ社長が行い得る最高の人材教育・人材育成となります。

　社員もしんどいですけれども、社長もしんどいのです。しかし、両者がこれに耐えて明るい未来を切り開かなければなりません。

　フィロソフィを社員に語るということは、利己的な社長が自分の利己を抑え、（社員の前で目一杯背伸びをして）利他を実践することになり、利己的な社員が自分の利己を抑え、（社長の前で目一杯背伸びをして）利他を実践することになります。全従業員の物心両面の幸福のために、互いが自分の利己を抑えて（やせ我慢をしながら）立派な人間を演じなくてはならないのです。

　その結果、両者が共に、本当に立派な人間に成長していきます。

　フィロソフィの共有化は、「フィロソフィを語る社長も偉いが、フィロソフィを聞く社員も偉い」ということにならなければ成り立ちません。一方だけが偉いのでは、共有化とは言えません。

６．フィロソフィの共有化の範囲とスピード

　フィロソフィの共有化（理解や血肉化）のスピードは、通常、役職が上の人ほど速いと考えがちですが、人材不足の中小企業においては、必ずしもそうとは限らないのが現実です。

　私の会社では、特に団塊の世代に当たる親の代からの功労者（役職者）には、フィロソフィは全く理解・浸透されませんでした。

　例えば、パートの女性から「今の専務の発言は利己ですね」と指摘されたりしますが、専務本人にはその言葉の意味が理解できず、専務は「パートの分際で、専務である自分に楯突くとはけしからん」と怒ることしかできません。
　このような場合、社長は、専務に対して利他の心を十分に語り、理解してもらえるように説得しなければなりませんが、いくら話をしても理解してもらえない場合には、フィロソフィが理解できない専務よりも、フィロソフィをよく理解し共有しているパートの女性の方に目をかけ、大切にしていかなければなりません。
　「能力」よりも「考え方」を重視するということは、「実力者で親の代からの功労者である専務の退職」というリスクを抱え、それを覚悟することにつながります。

　塾長の仰る「このフィロソフィは、リーダーに対して説いたもの」と「このフィロソフィを、全従業員で共有しなければなりません」という二律背反の意味は、フィロソフィの共有化は、立場や役職や年数や性別等とは関係なく、利他の心が理解できる人間が社内のすべての部署に存在すること、そしてこれを理解できる人から順次共有化していかなければならないという意味であり、事実そのように会社は変わっていきます。
　各部署に１人、フィロソフィを理解できる人がいれば、その部署は変わって行きます。
　本来、役職の上位の者からフィロソフィを浸透して行き、これらの方に部下へのフィロソフィの共有化を託することができれば理想なのですが、中小企業では、役職者に浸透する段階で早くも行き詰まってしまい、挫折してしまう例が多くあります。

せめてナンバー２だけでも、良く理解し共有してくれることが必要ですが、それさえも叶わず、行き詰まることもあります。
また、各部門の長に、各部署・各事業所ごとにフィロソフィの共有化を指示して任せた途端に、全社的なフィロソフィの共有化が有名無実化してしまいます。
やはり中小企業の場合には、フィロソフィの浸透はすべて社長が行わなければなりません。アルバイトやパートが主力の会社であれば、社長自らがアルバイトやパートの方々と膝を突き合わせてフィロソフィを説いていかなければなりませんし、事業所が複数ある場合には、社長が各事業所に出向いて（あるいは一箇所に集めて）フィロソフィを共有していかなければなりません。
そのように愚直に繰り返していくと、年齢とは関係なく若くても素晴らしいフィロソフィへの理解と能力を持った人材は育つものです。世の中は決して捨てたものではありません。
７．フィロソフィを全従業員と共有する
フィロソフィを血肉化することによって、まず、塾生である社長の心が高まり、その結果、従業員の心が高まっていくようでなければ、本物ということはできません。

全ての鍵を握っているのは、最終的には従業員であることを忘れてはなりません。

それ故に、「そのような素晴らしい従業員が活躍する会社の核となる社長とは、どのような人物でなければならないのか」という問いかけが、常に社長自身でなされなければなりません。反省といってもよいですし、自己批判といってもよいと思います。北大阪の輪読会に出席されますと、先輩塾生からその点について容赦なく指摘されます。

 “社長の得意分野”という能力的観点から見ると、中小企業の社長は、不完全な竹で作った“たらい”のようなもので、水を入れると何処からか漏れてしまいます。営業上がりの社長は営業にはめっぽう詳しいけれども、技術や総務には弱く、技術屋上がりの社長は技術にはめっぽう強いけれども、営業や総務には弱いので、その弱い部分から水がダダ漏れになって、会社の成長を妨げています。
したがって、社長の弱い部分（不得意分野）を、会社のために「利他の心」で補完してくれる有能な社員がいなければ、会社はいつまでたっても成長することができません。

松下幸之助には高橋荒太郎、本田宗一郎には藤沢武夫、井深大には盛田昭夫といった、社長の不得意分野を補完してくれる優秀な人材がいました。
 どうすればそのような人材に恵まれるのでしょうか。

次に“社長の心”という心理的観点から見ると、人生は枝分かれの連続であり、社長自身の持つ過去のトラウマや、心の内奥にあるコンプレックス、安逸さや逃げの心、虚栄心や思い込み等が、良縁を遠ざけ、問題点をぼやかせ、話をすり替え、社長と社員の内面的な成長を妨げています。

社内ではあらゆる分野で、会社にとって最も本質的な問題について、誰も積極的な発言ができず、腫れ物に触るがごとく問題が先送りされているのが、中小企業の現実です。

仮に本当に立派な社員が育ったとき、社長は社員の成長を心から喜べるでしょうか。

本当に立派な社員は、すごい結果を出しても「部下の協力のお陰です。」「技術の協力があったから、営業が頑張れただけです。」「社長に拾っていただいたお陰です。社長には感謝しています。」と、自らの手柄にはせず、部下や社員に手柄を譲り、社長に感謝の言葉を述べます。
そのような社員が育ったとき（あるいは、そのような社員が入社したとき）、社長は心から喜べるでしょうか。「何となく落ち着かない」「居心地が悪い」「成果を上げたら自分の手柄にして、ボーナスや給料の値上げを要求するような社員の方が、自分には合っているな」「会社を乗っ取られるのではないか」と、疑心暗鬼にならないでしょうか。

フィロソフィによる学びは、人間の内面に焦点を当てて全人格的に学ぶ場ですから、社長自身の枝分かれの過去にまで立ち返り、深い反省をすることによって、問題点を浮き彫りにし、人格を高めることによって、素直な心、明るく前向きな心、宇宙の意志と調和する心を、社長自身が身に着け、それを社員とともに共有することです。

フィロソフィを共有した社員が４～５名育ったら、会社は劇的に変化して行きます。

８．フィロソフィを語るときの勇気と葛藤
輪読会では、行間に見え隠れする稲盛塾長の“モチベーションの高さ”に圧倒され、その通り実践すれば良いことを頭で理解できても、腹の底から理解できないために、現実には塾長と同じ言葉を社員の前で発することができず、社長自身の心が折れそうになります。

フィロソフィを社員と共有しようとするとき、社長自身に言い知れぬ緊張感が走ります。

「自分自身がフィロソフィをよく学ばなければならないことは、よく分かっているし、フィロソフィを社員と共有しなければならないことも、よく分かっている」「しかし、毎日工作機械の前で働いてくれている高卒の社員に向かってこれを説いた場合、彼らは理解できず、会社を辞めるかもしれない」「フィロソフィをやりたいし、やらなければならないことは分かっている。しかし・・・」という葛藤が、真面目な塾生には出てきます。

この葛藤は、どうすれば乗り越えられるのでしょうか。

そのためには、真の勇気を持たなければなりません。

では、どうすれば真の勇気を持つことができるのでしょうか。

多くの場合、フィロソフィを単に短期的業績アップのための手法（ノウハウ・ハウツーを目的）として、自社の現状に照らして、当り障りない範囲で、部分的に活用しているに過ぎません。

具体的には、自社の経営が（場合によっては親の代から）弱い人間同士のかばい合いになっていたり、モラルの低さが当たり前であったり、妥協や甘えの構造が残っていたり、社員に全ての数字をオープンにできなかったりと、社内に利己的な要素が多く残っており、これらの要素を温存したまま、フィロソフィの一部分を業績アップのために利用するという状態になっています。
しかし、このようなマイナス要因を残したままフィロソフィの浸透を図ろうとすることは、自己矛盾であり、必ずより善き方向への本質的な変化（決断）が求められますので、そこから本当の意味の葛藤が生まれてきます。
優れた塾生は、この葛藤が生じたとき、社内に温存されているマイナス要因は、全て社長である自分一人の責任と受け止め、自分自身の至らなさ、価値観の低さ、傲慢さや強欲さ、利己心を猛烈に反省し、これを素直に懺悔し、心から自分の利己心を拭い去り、社員や仲間に対する利他心で心を満たすように願いながら、何度も何度もフィロソフィを読み返すことを実践しています。ちょうど血液を全部入れ替えるように、心を全て入れ替える作業を自ら実施しています。
　この作業は、フィロソフィが共有できる優れた社員の場合でも同様です。素直に純粋に、自分の利己心を払拭し、利他の心を広げたい、そうあらねばならないと、塾長の高い価値観（考え方）と高いモチベーションを受け入れ、常に自分に言い聞かせ、繰り返しフィロソフィを読み直し、自分に足りない部分を確認し、自分に何ができるかを考え、フィロソフィを自社で具体的に活用し、会社と仕事を変革して行きます。
　それはちょうど、池の底に溜まっている泥を掻き混ぜて、池全体を浄化する作業と似ています。見た目には透き通ったきれいな水に見えますが、池の底には泥が溜まっています。

この作業には、過去に溜まった泥（カルマ・罪障）を池の底からあぶり出して浄化する（カルマが消える・罪障が消滅する）という意味があります。
　泥には、親の代から溜まったものもあるでしょうし、自分の代で作ったものもあるでしょうし、社員が作ったものもあると思いますが、塾長が仰る人生の意味の中で“魂の浄化・純化”という言葉がありますが、この言葉には、この世で試練を受けることにより、過去（先代を含めて）からの罪障が消滅するという意味があるように思います。

　フィロソフィを共有しようとすると、次々に試練が訪れます。それは、社員の退職であったり、得意先の倒産であったり、社長の病気であったり様々ですが、必ずと言ってよいほど何か大きな試練が訪れます。

しかし、試練が来たからという理由でフィロソフィの共有化を止めてはなりません。あくまで試練に対して明るく前向きに正しい努力を継続して行かなければなりません。
フィロソフィはそのように大きく解釈し、努力しないと、単に頭だけの理解小手先の理解で終わってしまい、魂に浸透するような“血肉化”につながりません。
最初は頭で理解するのが精一杯ですが、これを進めていくうちに、様々な試練を通じて、次第に魂の中に浸透するような読み方になり、真の勇気が湧き上ってきます。
　したがって、試練の多い不況期こそ、全従業員でフィロソフィを共有する絶好のチャンスであり、またとない好機と言うことができます。

９．自分を裸にする
　北大阪では、毎年「我が経営を語る」と題して全国大会の選考会を兼ねて、数名の塾生に我が経営を語っていただきます。

　その際に重要なことは、発表する塾生には、売上・利益・借入金といった数字にとどまらず、社員との関係・先代との関係、自分の生い立ちや内面的要素も含めて、文字通り「裸になって」語っていただきます。

　自分の本心が利己的な要素で占められていたなら、それを反省し懺悔して、利他的な本心になるべく努力する姿がなければなりません。「裸になって」利己的な自分をいくら語っていただいても意味がありません。
　「本音でぶつかれ」という場合の本音とは、利己的な本音ではなく、「全従業員の物心両面の幸福のためにいかにあるべきか」「社会人類の進歩発展のためにいかにあるべきか」という観点に立脚した利他的な本音でなければなりません。
　社内で社長と社員が本音で議論する場合、利己的な本音を戦わした場合には、互いに相欺(あざむ)き相凌(しの)いで、収集がつかなくなってしまいます。

　社内で利他的な本音の議論を行うためには、まず、社長が裸になり、裸の社長から利他的な本音（心）が現れなければなりません。社長の本音が利他的であることを確認した上で、社員から利他的な本音を導くことができます。
　社長の本音が利己的であり、社員の本音が利他的な場合には、社長と社員の立場が逆転してしまいます。

　社長に必要なものは、まず第一に「誠実な人間性」でなければなりません。

１０．魂に浸透するフィロソフィ

　朝礼や輪読会では、「社長が社員に語るコメント」が最も重要です。これが自社のレベルを表している（規定している）と言っても過言ではありません。

　塾長の言葉を単に右から左へ流しているだけでは、それはまるで｢虎の威を借りる狐」であって、かえって社員から侮られますし、塾長の言葉をただ教条的に繰り返すのみでは、社員の心に届かず、意味のない朝礼になってしまいます。

　社長は、自分の言葉を持たなければなりません。塾長の言葉を自分の言葉で語らなければなりません。それは自分の魂（真我）から溢れ出た本当の言葉（真理）の発露でなければなりません。

　社員は、塾長の言葉を聞きながら、その中から社長の言葉を聞き分けています。社長のレベル（本気度）を確認しています。社長が理解している範囲内でしか、社員の理解は進みませんし、社員もそれ以上は怖くて前へ進むことができません。
　したがって、社長の真剣さの度合いが、会社のレベルを規定しますし、社員の真剣さの度合いが、会社全体のレベルを規定します。「ど真剣」という言葉の意味は、非常に重いものです。
　これを１年以上続けると、社員の顔つきが引き締まってくるのが分かります。次第に前向きな発言が出てくるようになります。

社長も社員も厳しい現実の中において、中途半端な状態を続けることに区切りをつけて、何かしら現実を打破せざるを得ない心境に追い込まれていき、具体的な解決方法を探すようになります。

　次第に社員どうしでも議論が進められ、前向きな結論が導かれるようになります。社長が参加していない時の社員どうしの議論・会話が最も大切です。

社長が会社を真剣に経営すると、フィロソフィに書かれた通りに会社が変化していきます。

　社長とは「自分の言葉を探す旅人」です。社長は、「社員が頑張れる言葉」「社員の助けになる言葉」「社員が勇気を持つことができる言葉」「社員が静寂になれる言葉」「社員が癒される言葉」を探し出して、これらの言葉を社員の前で勇気を持って発言しなければなりません。

　言葉は「言霊」となって、自分や仲間の魂（潜在意識）に浸透していきますので、磨かれた魂から発せられる言葉でなければ、自分や仲間の成長の助けにはなり得ません。
それに対して、ダメな塾生は、魂（利他の心、真我）の存在を心から信じることができず、その表面にある欲望や感情、立場やメンツ、損得でフィロソフィを理解しようとするため、いつまで経ってもフィロソフィを真に理解することができません。

若い頃に様々な団体で、豪遊したり遊び倒した人は、欲望が肥大化し過ぎており、人間の本質は欲望だと決め込み、「しょせんは金やで」「欲望が最も根源的で確実」という考えから逃れることができず、そのためにいつもニンジンをぶら下げて社員を走らせています。

　また、社員との関係では、「気分を害さないように」「機嫌よく働けるように」といった情実による人間関係が重要と考えたり、「社員の自尊心を傷つけないように」と社員のプライドや立場を尊重することが社員に対する社長の気配りだと考えたり、とにかく魂（利他の心、真我）をベースにした人間関係ではなく、表面的・形式的・小手先の人間関係が殆どです。

　フィロソフィで言う“心をベースとした経営”とは、“魂（利他の心、真我）をベースとした経営”のことであり、“仏性をベースとした経営”のことですから、社長の魂（仏性）から社員の魂（仏性）に、フィロソフィー（言葉）によるエネルギーを直接注入し、互いの魂が共鳴することによって、社長と社員が強固な信頼関係を構築し、それぞれが誰にも負けない努力と感謝に溢れた毎日を過ごすことです。

「何事も中途半端という事は、悪い因縁の温床を作っているようなもので、決して開かれるものではありません。」（本山キヌエ著『教祖自叙伝』より）

「不完全な中を生きる。矛盾を内包した真実の世界を生きる。命の痛みを伴った体験は、眠っている潜在能力を目覚めさせます。」（芳村思風監修『いつも目に愛の光を』より）
　
１１．採用時からフィロソフィを語る

　社内でフィロソフィの共有化を実際に推進しておられる方は、それがいかに困難であり、かつ、素晴らしいことであるか、実感として理解しておられますが、フィロソフィの共有を社内で実践されていない方には、その困難さと素晴らしさが理解できません。
　何事も徹底しないと成果に結びつくことはありません。

　自社でたった１人の社員とフィロソフィを真に共有することの難しさと、たった１人の社員との間で真に共有できたときの喜びは、筆舌に尽くしがたいものがあります。

　フィロソフィを共有するということは、考え方を共有するということですので、これが分からない人に入社後、延べ何十時間もかけて教育するよりも、これが分かる人との間でさらに理解を深める方が、より効率よく、毎日が楽しく、成果も上がります。
　こう考えると、最初の面接の段階で、社長はフィロソフィを十分に語り、会社の方針を十分に説明し、それらを良く理解して共鳴できる人材を採用すべきです。「能力」よりも「考え方」を重視すると言う原則を、面接時から実施するべきです。
　社長が語るフィロソフィに対する先方の話の聞き方、表情、真剣さ、質問等が当を得ている人材を採用すべきです。場合によっては『働き方』を読んで頂き、感想文を書いてもらってもいいと思います。

　「前生で利他の心で動いた人は、この世に生まれてくると自然にそういうふうに動けるのですが、誰でもが稲盛さんのようになれるかというと、そういうわけにはいかないんですね。」（稲盛和夫・本山博共著『人間の本質』より）

　今生を生きる上で、「利他の心」の意味を真に理解できる人と、理解できない人がいることも事実です。

　会社で社長が「利他の心」と言う場合、社長の「利他の心」は、社員に対して向けられるべきものであり、社員の「利他の心」は社長や仲間のために発揮されるべきものです。

社長は「全従業員の物心両面の幸福の実現」のために命を懸けるのであり、社員も同じ目的・大義のために命を懸けて頑張るから、全社一丸となって同じベクトルで走ることができるのです。
面接では、中小零細企業であっても、社長がこれから生涯を懸けて「利他の心」を与え続けても悔いのない人材を選び、採用しなければなりません。「利他の心」で働く人と、単に労働を提供して対価を得るだけが目的の人を、面接の時点で見抜かなければなりません。
　ど真剣な面接は、後に素晴らしい結果を作り出してくれます。生涯忘れられない出会いになります。

したがって、面接は社長自ら行い、一人当たり最低１～２時間は必要です。
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１２．その他
(1) 「足るを知る」「利己の払拭」が必要な理由

「資本主義社会の中で競争に勝つためには、より大きく利己心を煽り、より強欲になった方がよいのではないか」という素朴な質問があります。
これに対する答えとして、森信三先生は、『修身教授録』＜捨欲即大欲＞の中で、小学生に向かって次のように教えておられます。
仏教などでは、よく「人間は欲を捨てなければならぬ」とか、あるいは「人間も欲を捨ててかからねば、本当の仕事はできない」などと言われますが、ではこの欲を捨てるということは、一体どういう意味でしょうか。

　しかるに世間多くの人々は、欲を捨てるということを、単に言葉だけで考えているために、捨欲の背後に大欲の出現しつつあることに気付かないのです。そしてこのような背後の大欲が見えないために、欲を捨てるとは、意気地なしになることくらいにしか考えられないのです。

　　かくして欲を捨てるということは、単に自分だけの自己満足でいい気になっている程度のお目出たさを蹴破って、自分の欲をこらえ我慢することによって、多くの人々の悩みを思いやることであり、さらにはこれを救わずにはおかぬという絶大な大欲に転じて、そこに一大勇猛心を奮い起こすことであります。

　かくして人間は、自分一人のチッポケな欲を徹底的にかなぐり捨てる時、かつて見られなかった新たな希望が生まれ出るものです。これ果たして弱者の道でしょうか。諸君！すべからく深省すべきではないでしょうか。

　（２）君主の命令には従わず、好むところに従う
　　社長がフィロソフィを語っても、それが社長自身の心から出た本音の言葉でなければ、社員はその言葉には従わず、社長の本音に従います。

四書五経の『大学』伝9章に、次のような文章があります。
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すなわち君主のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(めいれい),命令)するところが、君主の好むところに反すれば、民はそのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(めいれい),命令)に従わずして、その好むところに従うものである。
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　（３）君子に三畏あり『論語　季氏第十六より』
　「孔子曰く、君子に三EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(い),畏)あり。

　　天命をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おそ),畏)れ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たいじん),大人)を畏れ、聖人のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(げん),言)を畏る。

　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しょうじん),小人)は天命を知らずして畏れず、大人にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(な),狎)れ、聖人の言をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あなど),侮)る。」
（孔子が言われた、「君子には三つの畏れ（はばかり）がある。天命を畏れ、大人を畏れ、聖人のことばを畏れる。小人は天命を知らないで畏れず（わがままににふるまい）、大人になれなれしくし、聖人のことばをばかにする。」）
天命とは宇宙根源の働きをいいます。塾生（君子）は、この世の現象を根底で動かす偉大な力の存在を認識して、それを畏れ敬うとともに、塾長（大人）の言葉を畏れ敬うようでなければなりません。

（４）上士は道を聞けば『老子　道徳経下篇４０より』

「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じょうし),上士)は道を聞けば、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(つと),勤)めてこれを行なう。

　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ちゅうし),中士)は道を聞けば、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(そん),存)するがEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ごと),若)くEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぼう),亡)するが若し。
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かし),下士)は道を聞けば、大いにこれを笑う。
笑わざれば、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(もっ),以)て道とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(な),為)すに足らず。」

（すぐれた人物は、「道」のことを聞かされると、力をつくしてそれを実行しようとする。ふつうの人物では、「道」のことを聞かされると、半信半疑である。くだらない人物が「道」のことを聞かされると、それをあざけって大笑いをする。くだらない人物に笑われるようでなければ、「道」とするだけの値うちがない。）

　優れた塾生や社員が「フィロソフィ」の大切さを聞かされると、すぐに自社に取り入れて実行しようとします。

普通の塾生や社員が「フィロソフィ」を聞かされても、「必要だといえば必要だし、必要でないといえば必要でないな」「京セラと我社とは違うからな」と曖昧なまま放置してしまいます。

劣った塾生や社員が「フィロソフィ」を聞かされたら、「そんなことなどあるか」「利他の心なんてあるか」と言って大いに笑います。

下士の人から笑われるようなものでなければ、本当の道とは言えないと老子は説いています。
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